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このガイドについて

警告！ その指示に従わないと、人体への傷害や生命の危険を引き起こすおそれがあるという警告事

項を表します。

注意： その指示に従わないと、装置の損傷やデータの損失を引き起こすおそれがあるという注意事

項を表します。

注記： 重要な補足情報です。
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1 フロント パネルの各部

詳しくは、 http://www.hp.com/jp/にアクセスして、該当の t200 Zero Client モデルを検索し、モデ

ル別の情報を参照してください。

図 1-1  フロント パネルの各部

（1） 電源ランプ （3） ラインアウト（ヘッドフォン）オーディオ コネクタ

（2） ラインイン（マイク）コネクタ （4） USB 2.0 コネクタ（×4）

注記： 別売の DC アダプターが接続されていない

場合、標準の USB キーボードおよび USB マウスに

加えて、フラッシュ ドライブなどの 100 mA（低電

流）の USB デバイスを 1 つ使用できます

別売の DC アダプターが電源コンセントまたはモニ

ターに接続されている場合、USB キーボード、USB
マウス、および 500 mA（高電流）の USB デバイス

を 2 つ使用できます

電源のパススルーに対応した HP のモニター（HP
LE1851wt 18 インチ ワイドスクリーン LCD モニ

ターなど）は t200 Zero Client に給電できます
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2 リア パネルの各部

詳しくは、 http://www.hp.com/jp/にアクセスして、該当の t200 Zero Client モデルを検索し、モデ

ル別の情報を参照してください。

図 2-1  リア パネルの各部

（1） 電源スイッチ （5） DC 電源コード コネクタ

（2） リセット ボタン （6） Ethernet RJ-45 コネクタ

（3） VGA コネクタ （7） セキュリティ クリップ用スロット

（4） ホスト PC への USB PC コネクタ（USB タイプ A/B
ケーブルが付属）
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3 シリアル番号の記載位置

図 3-1  シリアル番号の記載位置

すべての t200 Zero Client の表面には、下の図に示す位置に固有のシリアル番号ラベルが貼付されて

います。HP のサポート窓口に問い合わせるときは、これらの番号をお手元に用意しておいてくださ

い。
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A 仕様

表 A-1  t200 Zero Client

寸法

幅（左側面から右側面）

高さ（設置ブラケットがない場合）

高さ（設置ブラケットがある場合）

奥行き（正面から背面）

136 mm

35 mm

41 mm

91 mm

5.4 インチ

1.4 インチ

1.6 インチ

3.6 インチ

質量（概算）

設置ブラケットがない場合

設置ブラケットがある場合

343 g

381 g

12.1 オンス

13.4 オンス

温度範囲*

動作時**

（最大変化率は 10°C/時）

非動作時

（最大変化率は 20°C/時）

10～40°C

-30～60°C

50～104°F

-22～140°F

*動作温度は、継続的に直射日光の当たらない環境で、海

抜 3000 m まで 300 m ごとに 1.0°C 下がります。取り

付けられたオプションの種類および数によって、上限が異

なります

**設置ブラケットを使用して t200 Zero Client をフ

ラット パネル モニターに取り付けている場合の動作

温度範囲は 10～35°C です
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表 A-1  t200 Zero Client (続き)

相対湿度（結露せず）

動作時

（最高湿球温度は 28°C）

非動作時

（最高湿球温度は 38.7°C）

10～90%

5～95%

10～90%

5～95%

動作保証高度（非加圧）

動作時

（最大変化率は 457 m/分）

非動作時

（最大変化率は 457 m/分）

3,048 m

9,144 m

10,000 フィート

30,000 フィート
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B セキュリティ機能

HP t200 Zero Client for MultiSeat セキュリティ ク

リップ

t200 Zero Client には、t200 Zero Client の背面に固定できるセキュリティ クリップが付属していま

す。t200 Zero Client が不正に移動されることを防止するため、南京錠をこのクリップおよびケーブ

ルに通してください。

HP t200 Zero Client for MultiSeat の固定

図 B-1  t200 Zero Client の固定

1. t200 Zero Client セキュリティ クリップのタブを上に向けた状態で、t200 Zero Client セキュリ

ティ クリップを t200 Zero Client の背面にある両側のガイドの間に挿入します（1）。付属のネ

ジを使用して、セキュリティ クリップを t200 Zero Client に固定します（2）。

2. セキュリティ クリップのループおよびケーブルのループに南京錠を通します（3）。

6 付録 B   セキュリティ機能



設置ブラケットへの HP t200 Zero Client for MultiSeat の固定

図 B-2  設置ブラケットへの t200 Zero Client の固定

1. t200 Zero Client セキュリティ クリップのタブを下に向けた状態で、t200 Zero Client セキュリ

ティ クリップを t200 Zero Client の背面にある両側のガイドの間を通して、設置ブラケットの

背面にあるスロットに挿入します（1）。付属のネジを使用して、セキュリティ クリップを t200
Zero Client に固定します（2）。

2. セキュリティ クリップのループに南京錠を通し（3）、ロックしてセキュリティ クリップのネジ

にアクセスできないようにします。

HP t200 Zero Client for MultiSeat セキュリティ クリップ 7



C HP t200 Zero Client for MultiSeat
の取り付け

t200 Zero Client を取り付ける前に、必ず設置ブラケットを取り付けてください。

設置ブラケット

t200 Zero Client には、t200 Zero Client をさまざまな設置方法で固定するために使用する必要があ

る設置ブラケットが付属しています。このブラケット本体の片面には、4 つの取り付け穴があります。

これらの取り付け穴は、フラット パネル モニター、薄型ディスプレイ、薄型テレビなどの薄型ディ

スプレイ（FD）用の業界標準の取り付けインターフェイスを規定する、VESA（Video Electronics
Standards Association）規格に準拠しています。

設置ブラケットへの HP t200 Zero Client for MultiSeat の取り付け

図 C-1  設置ブラケットへの t200 Zero Client の挿入

8 付録 C   HP t200 Zero Client for MultiSeat の取り付け



設置ブラケットからの HP t200 Zero Client for MultiSeat の取り外し

図 C-2  設置ブラケットの取り外し

推奨されている取り付け方法

図 C-3  モニター スタンドの背面に取り付けられた t200 Zero Client

推奨されている取り付け方法 9



図 C-4  モニターの背面に取り付けられた t200 Zero Client

図 C-5  壁に取り付けられた t200 Zero Client

図 C-6  机の下に取り付けられた t200 Zero Client

10 付録 C   HP t200 Zero Client for MultiSeat の取り付け



推奨されていない取り付け方法

注意： 推奨されていない方法で t200 Zero Client を取り付けると、設置ブラケットが破損したり、

t200 Zero Client や別の機器に損傷を与えたりする場合があります。

t200 Zero Client を、フラット パネル モニター スタンドのパネルとスタンドの間に取り付けないで

ください。

図 C-7  推奨されていない取り付け位置：スタンドとモニターの間

推奨されていない取り付け方法 11



D HP t200 Zero Client for MultiSeat
の操作および取り扱いに関する注意

日常的な t200 Zero Client のお手入れ

t200 Zero Client の適切な手入れの方法については、以下を参照してください。

● t200 Zero Client の外部パネルを取り外した状態で使用しないでください。

● t200 Zero Client を湿度の高い所や、直射日光の当たる場所、または極端に温度が高い場所や低

い場所には置かないでください。t200 Zero Client の推奨される温度範囲および湿度範囲につ

いて詳しくは、4 ページの「仕様」を参照してください。

● t200 Zero Client に液体をこぼさないでください。

● t200 Zero Client が汚れたら、まず電源を切り、水で軽く湿らせた柔らかい布で汚れを落とした

後、糸くずの出ない柔かい布で拭いて乾かしてください。洗剤などを使用すると、変色や変質の

原因となります。

推奨されている設置方法

HP では、t200 Zero Client の以下の設置方法を推奨しています。

注意： t200 Zero Client が正しく機能するためには、HP で推奨されている方法で設置する必要があ

ります。

● t200 Zero Client をモニター スタンドや壁面などに取り付けない場合、推奨される設置方法は

横置きのみです。t200 Zero Client は、ゴム製の脚を下にして設置してください。

12 付録 D   HP t200 Zero Client for MultiSeat の操作および取り扱いに関する注意



図 D-1  横置きでの設置

● t200 Zero Client の上に 2.5 cm 以上の空間を確保して、モニター スタンドの下に置くことがで

きます。

図 D-2  モニター スタンドの下での設置

推奨されている設置方法 13



推奨されていない設置方法

HP では、t200 Zero Client の以下の設置方法を推奨していません。

注意： 推奨されていない方法で t200 Zero Client を設置すると、操作に失敗したり、デバイスに損

傷を与えたりする場合があります。

注意： 動作温度を維持するために、t200 Zero Client は適切な通気が必要です。通気孔をふさがな

いでください。

t200 Zero Client を引き出しやその他の密閉された空間に置かないでください。t200 Zero Client の
上にモニターなどを置かないでください。動作温度を維持するために、t200 Zero Client は適切な通

気が必要です。

図 D-3  t200 Zero Client を引き出しやその他の密閉された空間に置かないでください

図 D-4  t200 Zero Client の上にモニターを置かないでください

14 付録 D   HP t200 Zero Client for MultiSeat の操作および取り扱いに関する注意



E 運搬時の注意

運搬時の注意

t200 Zero Client を運搬する場合は、以下のことを守ってください。

1. t200 Zero Client に接続されている外付けデバイスの電源を切ります。

2. 外付けデバイスの電源コードを電源コンセントから抜いてから、t200 Zero Client からも抜き取

ります。

3. お買い上げのときにコンピューターが入っていた箱か、同等の箱に保護材を十分に詰め、コン

ピューターとキーボードやマウスなどの外部システム装置を入れて梱包します。

注記： 運搬中の環境条件については、4 ページの「仕様」を参照してください。

修理サービスについての重要な情報

修理または交換のため t200 Zero Client を HP に送付する場合は、必ず事前に外付けオプションを取

り外し、大切に保管しておいてください。

運搬時の注意 15
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